










































































次に、参考までに筆者の活動参加歴を列記すると、① 2012年 9月 6～ 7
日、田村市肝煎・Ｙ家文書の撮影記録化作業② 2014年 8月 23～ 24日、伊
















































































































































ルであることが理解できよう（天野 2013・第 2章 2節）。大仰な表現をすれば、
復興支援への意欲さえあれば「手ぶら」で戦力になれるということだろう。
こうした一般層への門戸の広さもふまえ、次章ではふくしまネットの活動
の展望を試考してみたい。
3　今後の活動充実化への一私見～非被災地との連携推進を
めざして～
本章では、ふくしま史料ネットの活動の今後の展望に関して、これまで
の参加経験および冒頭でも述べた筆者の立場―非被災地在住の歴史系学生
であり、あくまで学生・市民ボランティアの一員に留まる―を踏まえた上で、
若干の私見を述べてみたい。震災発生から数年を経た 2015年現在、発生直
後とはやや形を変えつつも本活動が抱える課題は複数横たわっている。そ
れらに逐一触れることは本稿の射程を超過するため、今回は特に筆者自身
とも深くかかわる、活動参加者の確保という点に視点を当てていくことと
する。
福島大学が復興支援に果たす役割を広範に期待されている状況を積極的
に受け止め、「なかなか目の行き届かない「心の復興」の分野」からの応答
を中心とした地域貢献に取り組まれてきた阿部浩一氏は、その期待度と比
して「協力者・賛同者の輪はほとんど広がっていない」ことを危惧される（阿
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部 2013）。歴史資料の取り扱いは単純作業ではなく、単に大人数を募って
活動に駆け込むことで活動がはかどるという分野でもないため、際限なく
支援の「輪」を広げることは不要であろう。しかし 2012年より夏期集中整
理作業を中心に活動に参加させて頂いてきた筆者も（第一章参照）、県外か
らの参加者の人数および彼らの社会的立場（業種等）の幅が、初回の実施
以降減少・縮小化傾向にあることはおぼろげに把握しており、ここにも非
被災地での復興支援への関心低下現象の一端が顕現しているように感じて
いた。こうした状況下、氏は資料整理への参加の応用形態として「福島大
学等で記録撮影した大量のデータの目録化作業の手伝いをお願いできる大
学」の登場を期待される。もちろん氏もこうした作業への協力自体が協力
者自身の研究結果・研究業績への即時的反映とはならず、「研究者としては
（中略）ほとんど利するところはない」ことを意識されているが、その上で
「学生にとっては古文書解読と資料整理という「学習の機会」と、被災地支
援という「社会的責任」の両方を経験できる絶好の機会」となり得ること
を提唱されている（阿部 2015）。
日頃福島大学教員として教育・研究活動に取り組まれつつ、被災地出身
者が大半を占める同学学生の学業や学生生活およびとの心身・経済的負担
への最大限の配慮をされながら資料保全への協力を呼びかけられ、その指
導の指揮を執られている氏からの発信は、歴史学会全体の課題として極め
て重い。氏の志および同学で地域史分野を担当される徳竹剛氏（福島大学
行政政策学類・近代史）らの呼びかけを受けて、たとえ一般的には「利す
るところ」がないものと見なされようとも、自身の勉学や課外活動の合間
を縫って保全活動に協力されている同学の学生諸賢の姿を目にしながら活
動に参加させて頂いてきた筆者は、資料を保全する責任およびそれに不可
欠なマンパワーの提供を、福島大学および同県下の関係者、つまりふくし
まネット正規・主要構成員だけに押し付けるようなことはあってはならな
いと痛感する。それは間接的にも消失の危機に瀕するひとつの文化遺産を
見捨てる行為に他ならず、かつ「震災後」を生きる歴史学徒としての責任
放棄でもあるのではないだろうか。
しかし上記一連の課題は、首都圏都心部に位置する私立大学大学院の歴
史系専攻に在籍し、学内外の多数の歴史系研究者・学生と接する機会に恵
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まれている筆者には、必ずしも克服不可能なものとは思われない。前章で
触れた天野氏の事例をみても、支援を行いたいという意志がある人材がボ
ランティアとして活動に参加することの敷居自体は決して高くないため、
関連する人材が多数集まる機関への、活動のありのままの実態を広報する
方法を工夫することで、現状を打破する契機を作れないだろうか。そもそ
も文化財行政の現場が資金や技術力をもつ人材の不足に直面している状況
は、震災以前から全国的課題であった。各地の関係機関で市民ボランティ
アや郷土史研究会が活躍している背景には、学術的成果の地域への還元と
共にヒト・カネの不足分を地元有志のマンパワーを活かして補完するとい
う側面もあろう。ならば「マン」の部分では地方と比してアドバンテージ
を有する首都圏から、必要に応じて継続的に人材を派遣することができれ
ば、さしあたっての参加者・理解者減少問題を、部分的には解決できるは
ずである。
具体的には歴史系・文化財系専攻を擁する首都圏の大学に対し、よりオー
プンかつ大規模に活動紹介とボランティア参加への呼びかけを行う広報活
動が想定できる。首都圏の大学は大半が地方大学より学生数が多いため、
情報通知範囲の拡大効果を期待できようし、通知を受ける人数が多ければ
多いほど、関心を抱いてくれる人材と出会える確立も上昇するだろう。阿
部氏の提言にもあるとおり、この活動は歴史系専攻に身を置く学生にとっ
ては貴重な「学習の機会」である。特に被災地から搬出された状態で保管
されている原資料群を対象とする本活動は、「生」の教材に触れつつ経験を
積むことができる、これ以上にない機会である。もちろん活動への関心は
あっても被災地まで足を運ぶことが難しいというケースも多々あろうが、
これには各自の所属する大学構内で行える作業である、上述の「データの
目録化作業」を提案することで応えていけるだろう。特に学芸員養成資格
課程やアーカイブズ学系講義を開講している大学は、もとより文化財行政
の専門家を目指す学生や記録資料の保全・活用に高い関心を持つ学生を多
く擁しているため、志ある学生に上質な環境での「実習」の機会を提供で
きる本活動は、被災地・学生の双方にウィンウィンの関係をもたらすもの
と捉えても、決して誇張や楽観主義ではないだろう。
もっとも単に広報を行うというだけでも、大学を相手とする交渉、より
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現実的表現をすれば「ふくしま史料ネットという一団体と首都圏大学の間
での交渉」に留まらず「ふくしま史料ネットの事務局が置かれている福島
大学と首都圏大学の間での交渉」という側面が発生するであろうから、片
方の意図だけでスムーズに交渉が進むわけでは到底なかろう。さらにひと
つの大学内でも関連する窓口や事務室が多岐にわたるという現実（史学科
事務室・ボランティアセンター事務室・資格課程事務室・学生部事務室な
どが該当すると思われる）を勘考すると、そもそもどこを交渉相手とすれ
ばよいのかという課題も浮上することが想定できる。こうした課題は一介
の学徒に過ぎない筆者の手が届く範囲を優に超過してしまうが、多種多様
な人材が行き交う首都圏に身を置く筆者には、有用な人材の交流を可能と
するわずかな契機がどこかに転がっているように思えてならないのも事実
である。
こうした連携の模索と同時に、今後は非被災地からの参加経験者同士の
ネットワークを作ることも必要となると見通している。一度活動に参加し
た上で、今後も継続的に参加したいと感じた人々が「参加者の会」のよう
な形式にて情報網を形成し、ただ活動情報を通知し合うだけでも、「この日
に活動があることを知らなかった、その情報を知っていれば私も参加した
かった」というすれ違いの予防効果や、「今回は私は参加できないが、職場・
学校・所属機関の知人に関心がある者がいるので要項を伝えておく」といっ
た支援の「輪」の漸進的拡大効果をも、副次的には期待できるのではない
か。もちろん外部の人間が勝手に私的サークルを立ち上げる行為は慎むべ
きだが、史料ネット当局との十分な対話を経た上なら不可能ではないだろ
う。そうなれば当局から「会」のリーダーに活動情報・募集要項を伝える
だけで「会」参加者一同に情報がスムーズに伝わるだろうし、日頃自らの
意志で歴史資料に接している研究者や学生にとっては、資料整理活動への
誘いひとつあるだけで、それへの参加意欲が掻き立てられるものである（こ
れは筆者だけだろうか？）。支援の「輪」を広げつつ同時に継続的なボラン
ティア人員の確保を可能とするための、こうした外部組織を設置してみた
らどうなるだろうか、と現在夢想している。
章題にも組み込んだ被災地―非被災地間連携の推進は、活動参加人員が
減少傾向にある資料保全の分野においても今後の重要課題となろう。以上
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述べてきた筆者の私見がどれほどの意義や現実性を有するのか、はなはだ
心許ない次第ではあるが、阿部氏がこの活動の念頭に置いておられる「心
の復興」は、人と人との助け合いが不可欠なものと筆者は理解している。
今後はより多くの非被災地の人々が、それぞれの立場にもとづく支援のあ
り方に想いを巡らし、復興支援状況の一層の充実化を目指すことが必要で
はなかろうか。
むすびにかえて
以上みてきた様に、歴史資料を守り伝えていく活動は、資料自体の保全
を超えて多様な効果をもたらす可能性を有しつつ、様々な立場の一般層が
参画しやすい間口の広さも併せもつ復興支援活動である。特に市民・学生
ボランティアという立場の人々が即戦力となり得る点に、大きな特徴を見
出せよう。しかしこの点と矛盾するかの様に、ボランティアとしてはやや
特殊な分野に当たるがゆえの広範な広報活動の難しさや、情報をキャッチ
した人々でさえ「自分には縁のない世界だろう」という誤解を招きやすい
点も大きな課題として横たわっている。こうした課題に対して、第 3章に
て首都圏の大学の歴史系専攻をひとつの窓口として突破口を開く可能性を
模索したが、結局は筆者がひとり愚考をめぐらすことで現状が変化するわ
けではなく、やはり今後は知識・技術をもち多くの人材も揃う「学会の叡
智を結集」（阿部 2015）していくことが不可欠であろう。
しかし経験の乏しい筆者は、現在進行形で崩壊の危機にさらされている
地域共同体の紐帯を支え、故郷で先祖代々積み重ねてきた生活環境から切
り離されている被災者各位の苦境を精神面で支える役割と、次世代の人命
をより多く救うための情報を歴史の積み重ねの中から拾い上げ、未来の防
災の一翼を担う役割の両面を同時に担当できる復興支援活動を、寡聞にし
て資料保全以外に知らない。たとえ復興への即時的・物質的な貢献にはな
らなくとも、地域に受け継がれて育まれてきた長い「歴史」は、人の心や
人と人との「絆」を長い視野で見守ってくれる役割を果たす貴重な存在で
ある。すなわち筆者自身を含む歴史学徒の一層の奮起が不可欠となろうが、
自戒の意味も含めてこの点を明記しておきたい。
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なお最後に、本稿のすべての文責はあくまで筆者にあること、ご意見等
はあくまでふくしま史料ネット当局ではなく筆者にお寄せ頂きたいことを、
改めて確認させて頂きたい。
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